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第６回RFP　広域未踏峰探査技術／アイデア型

従来の金属線からなる信号用電線を軽量かつ高強度とする繊維電線の研究
機関名：

プロジェクト概要

2020年12月～ 2021年12月

【目的】 【成果】

　有人与圧ローバは、時速10～ 20kmで月面を走行
することが想定される。車両の動力および走行、自動
運転を制御するコンピュータ（ECU）と各機器を接続
する信号線は、可動部の繰り返しの動作に追従するた
めの曲げや走行荷重に対する疲労強度が要求される。
加えて、真空環境下での使用や低温での使用に対する
耐性や軽量であることが求められる。
　本研究では、繊維電線の特徴である耐屈曲性および
疲労耐性を活かした信号線を、アルミ電線と比して半
分程度の軽量化を目指す。

※繊維電線は地上において自動車やロボット、医療用
電線等に適用することが期待される。

　繊維電線とは繊維の表面に金属めっきを施し、導電
性を付与した導電性繊維を導体として用いた電線であ
る。軽量かつ高強度な繊維を用いることで、繊維の基
本特性を活かした引張・繰り返し曲げに強い宇宙・地
上用繊維電線の材料および製造技術の研究と性能評価
を実施した。
①軽量繊維電線の材料（母材、絶縁材）・製造技術の
研究
導体構造：めっき加工性、電気抵抗、質量に加え、耐
　　　　　酸化性を考慮した多層めっき構造とした。
繊維選定：繊維の機械的特性や耐久性に加え、耐薬品
　　　　　性を考慮した繊維を選定した。
被覆材：機械的性質および電気特性に影響なく、フッ
　　　　素樹脂（ETFT）の押出し被覆が可能である
　　　　ことを確認した。
②軽量繊維電線の性能評価
●導体径が同等のAl電線と比較して、2/3程度の質量
での製造が可能であることを確認した。信号線用途
を前提とし、引張強度は約10倍となった。

●高温環境試験を実施し、大気中150℃の環境下でも
十分耐えうる性能を持つことを確認した。

●放射線環境における性能評価を実施し、機械的性質
および電気特性に影響がないことを確認した。

株式会社KANZACC、古河電気工業株式会社、福井県工業技術センター
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Fig.5：相互に波動を送受信する弾性波透視システム

第７回RFP　広域未踏峰探査技術／アイデア型

月深部の立体構造を断層映像化する技術 ー MOON散乱場断層イメージング技術ー
機関名：

プロジェクト概要

2022年2月～継続中

【目的】 【内容】

　本研究開発提案者の研究グループが世界で初めて
発見に成功した、波動散乱の逆問題の解析解に基づ
く画像再構成法に基づく弾性波透視システムを開発
し、月面地下の構造を透視する技術を実現する。こ
の技術を実現することにより、地上用途としても、
コンクリート構造物の非破壊検査から医療、農業、
セキュリティ、資源探査、芸術など、様々な分野に
派生させ、弾性波を用いた画像診断分野に革新をも
たらす。

　「多重経路散乱場理論」に基づき、アレイ弾性波発
振機により得た、弾性波の振幅、位相データマトリッ
クスから、散乱体の構造を再構成するソフトウェアの
開発を行う。対象とする構造物のサイズにより、弾性
波の必要到達深度が異なることから、構造物のサイズ
により、プローブの種類の多様性も含め、設定パラ
メータが自動的に切り替わるＧＵＩを開発を行い、さ
らに弾性波透視システムプロトタイプ機に組み込み、
実地試験にてテスト動作する。
　さらに、弾性波反射信号の、振幅及び位相を検出す
る回路、信号処理系統を開発し、構造物のテストサン
プルにて評価を行う。

株式会社Integral Geometry Science、神戸大学
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